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＜主要な論文＞ 
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造工学論文集, Vol.51A,pp.341-350,2005.3. 
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＜地域貢献活動＞ 

１．香川県婦人団体連絡協議会/財団法人香川県婦人教育協会主催の第 57 回定期総会で、「基調講演：地域の安全・安

心を考える－地域防災における女性の役割－」（開催日：平成 20 年 4月 25 日、会場：香川県社会福祉総合センター）の講

師を務めた。 

２．シンポジウム「地域の安全・安心を考える」（香川大学主催、平成 20 年 3 月 11 日開催）の企画並びにパネルディスカッ

ション「危機管理研究センターへの期待」のコーディネータを務め、平成 20 年 4 月 1 日に香川大学に設置予定の危機管理

研究センターの役割について議論した。 

３．瀬戸内圏研究シンポジウム「浅海の生産環境と防災」（香川大学主催、平成 19 年 11 月 20 日開催）のパネルディスカッ

ション「浅海の生産環境と防災」でパネリストを務め、瀬戸内海沿岸域での藻場喪失による環境被害や異常気象による高

潮災害への対応策について述べた。 

４．2007 年男女共同参画都市宣言 10 周年記念市民フェスティバル（2007 年男女共同参画都市宣言 10 周年記念市民フェ

スティバル実行委員会・高松市男女共同参画センター登録団体ネットワーク主催、平成19年 11月 19日開催）で、「地域の

災害特性を知って、災害に備えよう」という演題で、地域防災に関する基調講演を行った。 

５．「防災・減災フォーラム in 香川」（国土交通省香川河川国道事務所/観音寺市/四国新聞社/全国地方新聞社連合会主

催、平成 19 年 9 月 28 日開催）で、パネリストとして地域における防災・減災の在り方について意見を述べた。 

６．香川県住宅メーカー協議会主催の第 2 回かがわ住まいづくりセミナー「幸せづくり・住まいづくり研究セミナー」（平成 18

年 9 月 2 日開催）で、住宅の耐震性能、住宅の品質確保について述べた。 


